
■ 当資料は、日興アセットマネジメントが市況等についてお伝えすることを目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資

料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載されている見解は当資料作成
時点のものであり、将来の市場環境の変動等を保証するものではありません。■投資信託は、値動きのある資産（外貨建資産に
は為替変動リスクもあります。）を投資対象としているため、基準価額は変動します。したがって、元金を割り込むことがあります。
投資信託の申込み・保有・換金時には、費用をご負担いただく場合があります。詳しくは、投資信託説明書（交付目論見書）をご
覧ください。
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●日経平均株価（円）：左軸

●NYダウ工業株30種平均（米ドル）：左軸

（円、米ドル）

↑＜参考＞為替レート（円・米ドル）：右軸
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【株式市場全体】

●MSCI World指数（米ドルベース）

【ハイテク企業株式】

●MSCI World情報技術指数（米ドルベース）

※上記銘柄について、売買を推奨するものでも、将来の価格の上昇または下落を示唆するものでもありません。また、当社ファンドにおける保有・非保有
および将来の銘柄の組入れまたは売却を示唆・保証するものでもありません。

※グラフは過去のものであり、将来の運用成果等を約束するものではありません。
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2018年の日本株式市場は、大納会（12/28）の日経平均株価こそ20,000円の大台をからくも維持しましたが、

1年間の騰落が同指数で7年ぶりの下落となるなど、軟調な動きとなりました。

その後も動揺は続いており、年明け（2019年1月4日）の日本株式市場は、日経平均株価が前日比452円
（2.26％）安の19,561円と大きく下落しました。この背景には、1月2日にアップル社が業績見通しを修正したこ

となどにより、投資家のリスク回避の流れから為替市場で急速に円が買われ、市場参加者が少なかった1月3
日午前（日本時間）に、一時1米ドル＝104円台を付け、その後も107円台での推移となったこと、また、3日の

米国株式市場が大きく値下がり（NYダウ工業株30種平均で前日比▲660米ドル、▲2.8％）したことがあります。

米国経済は高成長を続けているものの、景気減速への懸念がくすぶっています。また、株式市場には、米中

貿易摩擦や、英国のEU（欧州連合）離脱を巡る混乱などと共に、昨年12月下旬に米国の暫定予算の期限が

切れ、政府機関の一部が閉鎖される中、昨年の中間選挙の結果を受け、1月からは米議会の上院/下院がね

じれ状態となり、予算協議が進まないとの懸念などがあり、株価は軟調な推移となっています。加えて、中国向

け輸出の減速などからアップル社など米大手ハイテク企業の業績が伸び悩むなど、米中貿易摩擦が実体経

済に少なからぬ影響を及ぼし始めており、世界的にハイテク企業の株価が軟調な推移となっています。

ただ、米中両国は貿易問題について協議を続けており、制裁関税の更なる強化には至っておりません。また、

FRB（米連邦準備制度理事会）は、金融引締めの政策をとっていましたが、雇用と物価の両面を見て政策を緩

める可能性もあり、上昇が懸念された米国金利は落ち着きを取り戻していると見られます。こうしたことから、

市場の懸念が落ち着きを見せれば、日米の株式市場も持ち直しに転じると期待されます。

日米の株価指数と世界のハイテク企業の株価の推移
米国：2018年1月2日～2019年1月3日
日本：2018年1月4日～2019年1月4日

急激な円高もあり混乱が続く株式市場
～米中貿易摩擦の影響が見え始めたハイテク企業～

※信頼できると判断した情報をもとに日興アセットマネジメントが作成

ハイテク企業の株価

（2018年9月3日～2019年1月3日）

日米の株価

※グラフ期初を100として指数化
※2019年1月4日15時（日本時間）まで
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